
【
質
問
】
８
・
９
月

の
短
時
間
集
中
豪
雨

は
、
観
測
史
上
最
大

で
、
由
良
川
の
氾
濫

で
な
く
、
山
か
ら
の

水
で
被
害
が
続
発
し

た
。
こ
の
よ
う
な
事

態
は
、
従
来
通
り
の

基
準
で
は
対
応
で
き

な
い
。

【
答
弁
】
構
造
物
は

建
築
基
準
法
が
関
係

す
る
が
降
雨
量
は
関

係
し
な
い
。
道
路
・

配
水
な
ど
は
「
降
雨
強

度
」
で
対
応
す
る
。

【
質
問
】
広
島
で
の
土

石
流
被
害
か
ら
、
水
道

の
「
配
水
池
」
の
安
全

性
を
危
惧
す
る
声
が
あ

る
が
ど
う
か
。

【
答
弁
】
配
水
池
は
上

水
道
・
簡
易
水
道
合
わ

せ
て
５
３
基
あ
る
。
内

千
ト
ン
以
上
の
も
の
が

６
基
。
す
ぐ
そ
ば
に
民

家
が
あ
る
箇
所
は
７
ヵ

所
。
設
置
基
準
は
震
度

７
に
堪
え
ら
れ
る
構
造
、

地
形
・
地
質
・
地
盤
の

支
持
力
・
法
面
角
度
な

ど
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。

【
質
問
】
同
一
箇
所
で

同
一
被
害
が
発
生
す
る

と
こ
ろ
が
多
く
見
ら
れ

る
。
原
因
が
わ
か
っ
て

い
な
が
ら
、
予
算
措
置

が
と
ら
れ
ず
、
放
置
状

態
。
今
こ
そ
予
算
措
置

も
含
め
て
抜
本
対
策
を

実
施
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

【
答
弁
】
状
況
は
わ
か
っ

て
い
る
の
で
、
地
元
と

協
議
し
て
い
る
が
具
体

化
が
で
き
て
い
な
い
。

十
分
検
討
し
た
い
。

【
質
問
】
災
害
査
定
に

か
か
ら
な
い
小
規
模
災

害
へ
の
支
援
策
を
作
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

【
答
弁
】
国
の
査

定
に
か
か
ら
な
い

１
０
万
円
か
ら
４

０
万
円
の
農
地
農

業
用
施
設
災
害
は
、

独
自
支
援
策
が
あ

る
が
そ
れ
以
外
は

な
い
。

【
吉
崎
】
安
心
し

て
住
み
続
け
る
た

め
に
も
、
何
ら
か

の
支
援
策
を
実
施

す
る
の
が
本
来
自

治
体
の
責
任
で
あ
る
。
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異
常
気
象
の
も
と
減
災
対
策
の
抜
本
的
強
化
を
求
め
る

吉
崎

久

議
員

日
本
共
産
党
議
員
の

所
属
委
員
会
決
定

●
総
務
教
育
建
設
委
員
会

吉
崎
久
・
井
田
佳
代
子

●
産
業
厚
生
環
境
委
員
会

堀
口
達
也
・
搗
頭
久
美
子

●
議
会
運
営
委
員
会

堀
口
達
也
・
搗
頭
久
美
子

●
予
算
決
算
委
員
会

４
人
全
員
が
所
属

●
防
災
対
策
特
別
委
員
会

４
人
全
員
が
所
属

議
会
役
員
選
挙
で
、

日
本
共
産
党
議
員
を
排
除

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
議
会

基
本
条
例
の
趣
旨
を
生
か
す
上
か

ら
も
、
ま
た
民
主
的
な
運
営
を
保

障
す
る
た
め
に
も
、
議
会
役
員
は

各
会
派
の
議
員
数
に
応
じ
た
選
出

を
行
う
よ
う
、
申
し
入
れ
を
し
ま

し
た
。

し
か
し
選
挙
の
結
果
は
、
１
５

役
員
の
う
ち
、
副
委
員
長
が
一
つ

だ
け
で
し
た
。

予
算
決
算
委
員
会
副
委
員
長
に

吉
崎
久
委
員
が
１
４
票(

日
本
共
産

党
の
４
人
は

に
投
票
。
他
の

会
派
の
全
員
１
４
人
が
吉
崎
久
票)

で
就
任
。

役
員
選
挙
は
日
本
共
産
党
を
排

除
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

暴
挙
！
「
憲
法
改
正
」
を

求
め
る
意
見
書
提
出

日
本
会
議
な
ど
が
提
出
し
た

「
憲
法
改
正
」
を
求
め
る
請
願
は
、

総
務
教
育
建
設
委
員
会
で
審
議
さ

れ
、
共
産
党
以
外
（
民
政
会
・
創

政
会
・
新
政
会
）
の
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。

本
会
議
で
同
内
容
の
意
見
書
が

上
程
さ
れ
、
日
本
共
産
党
４
人
は

反
対
。
民
政
会
・
創
政
会
・
新
政

会
の
全
員
が
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
公
明
党
は
、
退
場
を
し
態

度
を
棄
権
し
ま
し
た
。

（
詳
し
く
は
先
に
配
布
し
た

「
綾
部
民
報
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

「すぐ通行止めになる市道黒谷線」

左から堀口達也、搗頭久美子、井田佳代子、吉崎久



【
質
問
】

一
時
間
８
０
ミ
リ

を
超
え
る
よ
う
な
豪

雨
で
は
、
広
報
車
や

防
災
無
線
は
全
く
聞

こ
え
な
い
。
情
報
伝

達
の
努
力
が
さ
れ
て

い
る
が
、
携
帯
電
話

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
ー

放
送
が
、
扱
え
な
い

と
い
う
市
民
の
声
が

あ
る
。
緊
急
時
に
自

動
で
電
源
が
入
り
、

大
音
量
で
情
報
を
伝

え
る
「
防
災
ラ
ジ
オ
」

を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

【
答
弁
】

早
く
正
し
い
情
報
を

市
民
に
届
け
る
た
め
、

ラ
ジ
オ
は
効
果
的
な
手

段
と
考
え
て
い
る
が
、

現
在
ラ
ジ
オ
の
電
波
は

綾
部
市
内
全
域
を
カ
バ
ー

で
き
て
い
な
い
。
現
状

で
は
、
防
災
ラ
ジ
オ
普

及
の
考
え
は
な
い
。

危
険
な

空
き
家
対
策
を

【
質
問
】

長
年
放
置
さ
れ
た
空

き
家
に
隣
接
す
る
住
民

は
、
不
審
者
の
侵
入
や

火
災
の
発
生
な
ど
、
生

活
環
境
上
大
き
な
不
安

を
抱
え
て
い
る
。
市
と

し
て
、
空
き
家
所
有
者

に
協
力
依
頼
が
必
要
で

は
な
い
か
。

【
答
弁
】

空
き
地
・
空
き
家
は

個
人
管
理
が
原
則
と
考

え
る
。
現
在
市
内
で
深

刻
な
状
態
に
あ
る
相
談

事
例
は
承
知
し
て
い
な

い
。
市
が
空
き
家
管
理

に
関
し
て
連
絡
を
行
う

場
合
も
、
個
人
情
報
の

観
点
か
ら
連
絡
先
を
把

握
す
る
こ
と
は
問
題
が

あ
る
と
考
え
る
。
持
ち

主
へ
連
絡
指
導
を
行
う

こ
と
は
現
時
点
で
考
え

て
い
な
い
。

【
井
田
】

空
き
家
条
例
を
制
定

す
る
こ
と
も
ひ
と
つ
の

方
法
。
市
民
の
安
心
安

全
の
た
め
の
手
立
て
を

要
望
し
ま
し
た
。

【
質
問
】
安
心
し
て
過

ご
せ
る
避
難
所
が
求
め

ら
れ
る
が
、
土
砂
災
害

や
浸
水
想
定
区
域
に
あ

る
避
難
所
の
現
状
と
対

策
は
ど
う
か
。

【
答
弁
】
土
砂
災
害
警

戒
区
域
（
綾
部
・
中
筋

地
区
は
指
定
が
未
）
に

あ
る
避
難
所
は
３
３
施

設
、
浸
水
想
定
区
域
に

あ
る
避
難
所
は
１
４
施

設
。
土
砂
災
害
の
う
ち

５
施
設
は
対
策
完
了
。

京
都
府
に
も
事
業
推
進

を
依
頼
し
安
全
な
避
難

所
を
確
保
し
た
い
。

【
質
問
】
避
難
所
の
発

電
機
設
置
や
資
機
材
等

準
備
状
況
は
ど
う
か
。

【
答
弁
】
発
電
機
は
４

台
の
み
。
そ
の
他
、
米

や
水
、
防
災
畳
、
女
性

用
更
衣
室
な
ど
を
購
入

予
定
。

【
質
問
】
福
島
へ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
福
知
山

の
避
難
所
を
訪
問
し
て
、

「
被
災
者
が
心
身
と
も

に
疲
れ
、
病
気
を
発
症

し
や
す
い
」
と
感
じ
た
。

早
期
に
医
療
チ
ー
ム
の

巡
回
が
必
要
と
考
え
る

が
見
解
は
ど
う
か
。

【
答
弁
】
市
の
保
健
師

巡
回
と
、
必
要
に
応

じ
て
医
師
会
に
も
要
請

す
る
。

【
質
問
】
避
難
所
の
食

事
は
カ
ッ
プ
め
ん
や
菓

子
パ
ン
で
あ
る
こ
と
が

多
い
。
食
べ
る
こ
と
は

生
き
る
意
欲
に
も
つ
な

が
る
。
被
災
者
に
こ
そ

栄
養
を
考
え
た
温
か
い

食
事
が
必
要
。
そ
こ
で
、

避
難
所
で
あ
る
学
校
施

設
を
利
用
し
て
炊
き
出

し
が
で
き
な
い
か
。

【
答
弁
】
給
食
調
理
室

の
使
用
は
調
整
が
必
要

だ
が
、
家
庭
科
調
理
室

や
市
の
公
民
館
は
利
用

で
き
る
よ
う
準
備
を
整

え
る
必
要
が
あ
る
。

医
療
費
助
成
の

拡
充
を

【
質
問
】
京
都
府
が
子

ど
も
の
医
療
費
助
成
の

拡
充
を
検
討
し
て
い
る

が
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て

本
市
の
中
学
校
の
通
院

ま
で
助
成
で
き
な
い
か
。

【
答
弁
】
京
都
府
の
推

移
を
見
て
い
き
た
い
。

●
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
防
災
ラ
ジ
オ
の
普
及
は

●
危
険
な
放
置
空
き
家
に
市
と
し
て
働
き
か
け
を

井
田
佳
代
子

議
員

●
災
害
時
の
避
難
所
改
善
を
求
め
る

●
中
学
卒
業
ま
で
通
院
も
無
料
化
を
求
め
る

搗
頭
久
美
子

議
員

自動たち上げ機能付きラジオ（親局の工事が必要）

福知山水害後のボランティア活動



【
質
問
】

国
民
生
活

基
礎
調
査(

２
０
１
３
年

版)

で
は
子
ど
も
貧
困
率

は
１
６
．
３
％
で
６
人

に
一
人
と
発
表
し
た
。

１
０
年
前
の
１
３
．
５

％
か
ら
比
較
す
る
と
そ

の
伸
び
は
大
き
い
。
市

内
の
給
与
所
得
者
の
年

間
一
人
当
た
り
所
得
は

３
６
８
万
円
で
、
こ
の

１
５
年
間
に
５
３
万
円

減
少
し
て
い
る
。
一
方

小
中
学
生
の
就
学
援
助

は
１
９
．
０
％
と
大
き

く
増
え
て
い
る
。
そ
の

実
態
は
ど
う
か
。

【
答
弁
】
子
ど
も
の
貧

困
は
拡
大
し
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。

【
質
問
】
子
育
て
世
代

の
貧
困
と
格
差
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
。
働
き

方
が
、
パ
ー
ト
や
派
遣

社
員
な
ど
不
安
定
要
因

が
あ
る
。
貧
困
と
格
差

が
連
鎖
し
な
い
手

立
て
が
必
要
で
は

な
い
か
。

【
答
弁
】
外
部
の

専
門
家
な
ど
に
よ

り
、
“
負
の
連
鎖
”

を
断
ち
切
る
手
立

て
を
積
極
的
に
し

て
い
く
。
制
度
充

実
に
は
府
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
の
力
も
借

り
た
い
。

【
質
問
】
子
ど
も

と
日
常
的
に
接
し

て
い
る
学
校
職
員
は
、

家
庭
な
ど
の
変
化
が
よ

く
わ
か
る
。

学
校
を
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム(

拠
点)

に
し
、
学
力

補
充
・
生
活
支
援
・
雇

用
と
の
取
り
組
み
が
必

要
だ
。

【
答
弁
】
福
祉
面
か
ら

も
“
待
ち
”
で
な
く
、

学
校
と
の
連
携
を
持
ち

な
が
ら
対
応
を
し
た
い
。

子
ど
も
子
育
て

支
援
制
度
に
つ
い

て
も
質
問

「
保
育
所
運
営
に
は
会

社
・
企
業
経
営
の
参
入

を
認
め
る
べ
き
で
は
な

い
」
「
小
規
模
保
育
施

設
で
は
、
講
習
受
講
の

み
で
有
資
格
者
と
み
な

さ
れ
保
育
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
規
制
緩
和

を
認
め
る
べ
き
で
は
な

い
」
な
ど
、
質
問
し
ま

し
た
。

子
ど
も
の
貧
困

６
人
に
１
人

貧
困
と
格
差
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
手
立
て
を

堀
口
達
也

議
員

４人 のアルバム

１１月、東京の夢の島公園で第４２回赤旗まつりが開

催され１５万人が参加。私もそのうちの１人でした。

八代亜紀さんの歌唱力あるステージもよかったです。

共産党の党本部や靖国の「遊就館」も見学しました。

つきがしら久美子 井田 佳代子

吉崎 久

久しぶりに大なべで

こんにゃくを炊き上

げました。大根、ジャ

ガイモ、卵など6種類

それぞれの家の味が

相乗効果で、100人分

のおでんはすぐに売

り切れとなりました。

平和健康祭りにて

「子ども達が

安心して暮ら

せる戦争のな

い原発事故の

不安がない社

会をつくりた

い」

「“光のオブジェ”商店街によるイルミネーション点

灯式に参加」「綾部中学校文化祭で３年生の合唱“大

地讃頌”はすばらしいハーモニーでした」

堀口 達也

宣伝カーの前で



一
般
会
計
で
は
、
市

内
給
与
所
得
者
の
１
人

あ
た
り
年
間
収
入
は
、

２
０
０
０
年
と
比
較
す

る
と
５
３
万
５
千
円
も

減
少
。
就
学
援
助
比
率

は
、
２
６
年
度
１
９
％

と
、
特
に
子
育
て
世
代

の
経
済
的
負
担
は
大
き

い
。
保
育
料
の
引
き
下

げ
や
、
中
学
校
卒
業
ま

で
通
院
も
含
め
医
療
費

支
給
事
業
の
拡
充
を
求

め
る
。
健
康
プ
ラ
ザ

「
水
夢
」
は
黒
字
決
算
。

土
地
無
償
貸
し
付
け
を

有
償
契
約
に
す
る
こ
と
。

防
災-

減
災
対
策
の
強
化

を
重
点
課
題
と
し
て
取

り
組
む
こ
と
を
強
く
求

め
る
。

水
道
事
業
会
計

は
、
平
成
１
１

年
に
１
５
％
も

の
値
上
げ
以
降

１
５
年
間
、
多

額
の
利
益
剰
余
金
を
生

み
出
し
て
い
る
。
原
価

の
７
倍
も
徴
収
す
る
量

水
器
使
用
料
な
ど
、
高

い
水
道
料
を
払
い
続
け

て
き
た
結
果
、
１
１
億

円
の
内
部
留
保
を
積
み

上
げ
て
い
る
。
水
道
料

金
体
系
の
見
直
し
等
、

水
道
料
の
引
き
下
げ
は

可
能
で
あ
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
制

度
は
、
「
高
齢
者
の
医

療
費
を
お
さ
え
る
」
こ

と
が
目
的
で
あ
り
、

「
福
祉
の
増
進
」
か
ら

後
退
し
て
い
る
。

ま
た
、
医
療
格
差
が
あ

る
中
、
京
都
府
内
同
一

の
保
険
料
に
す
る
こ
と

は
公
平
性
に
欠
け
る
。

全
体
を
通
し
て
、
住

民
の
暮
ら
し
に
軸
足
を

置
い
た
施
策
の
執
行
を

強
く
求
め
る
。

平
成
２
５
年
度
決
算
反
対
討
論

決
算
議
案
１
３
件
中
、
一
般
会
計･

後
期
高
齢
者
医
療･

上
水
道
の
３
件
に
反
対

主
な
内
容
は
、
軽
自

動
車
、
小
型
特
殊
自
動

車
、
二
輪
の
小
型
自
動

車
等
の
税
率
を
引
き
上

げ
る
も
の
。

今
年
４
月
、
消
費
税

を
８
％
に
引
き
上
げ
た

際
、
都
道
府
県
税
で
あ

る
普
通
自
動
車
取
得
税

は
税
率
を
引
き
下
げ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
地
方
自

治
体
の
税
収
は
減
収
に

な
っ
た
が
、
そ
の
補
て

ん
の
た
め
、
軽

自
動
車
や
バ
イ

ク
の
増
税
を
す

る
こ
と
は
認
め

ら
れ
な
い
。

「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
」
が
来
年
２

０
１
５
年
４
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
。
こ
の
内

容
は
、
保
育
の
規
制
緩

和
に
よ
り
公
的
責
任
が

後
退
す
る
も
の
。

今
ま
で
保
育
料
徴
収

は
市
が
行
っ
て
い
た
が
、

「
保
育
所
」
以
外
の
園

は
保
護
者
と
の
直
接
契

約
に
な
る
。
保
育
時
間

も
、
市
が
必
要
量
の
認

定
を
行
い
、
子
ど
も
に

よ
っ
て
保
育
時
間
が
異

な
る
た
め
、
現
場
で
は

混
乱
が
予
想
さ
れ
る
。

民
間
企
業
の
営
利
目
的

参
入
に
も
歯
止
め
が
な

く
、
小
規
模
保
育
で
は

無
資
格
者
の
保
育
も
認

め
ら
れ
る
。

現
行
の
保
育
水
準
を

守
り
、
格
差
の
な
い
保

育
・
教
育
を
求
め
る
。

９月議会・平成２５年度決

議員名 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

日
本共

産
党

堀口達也 反対 ○ r 反対 反対 賛成 反対 賛成

搗頭久美子 反対 ○ 反対 反対 賛成 反対 賛成

吉崎 久 反対 ○ 反対 反対 賛成 反対 賛成

井田佳代子 反対 ○ 反対 反対 賛成 反対 賛成

民
政
会

相根一雄 賛成 ○ 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成
高倉武夫 賛成 ○ 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成
松本幸子 賛成 ○ 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成
種清喜之 賛成 ○ 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成

創
政
会

高橋 輝 賛成 ○ 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成
塩見麻理子 賛成 ○ 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成
波多野文義 賛成 ○ 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成
荒木敏文 賛成 ○ 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成

新
政
会

久木康弘 賛成 ○ 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成

村上宣弘 賛成 － 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成

片岡英晃 賛成 ○ 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成

公明党 森 義美 退場 ○ 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成

副議長 吉崎 進 賛成 ○ 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成

①
国
会
に
「
憲
法
改
正
」
を
求
め

る
意
見
書

②
９
月
議
会
一
般
質
問
登
壇
の

有
無
（
○
記
入
）

③
市
税
条
例
の
改
正
（
軽
自
動
車

税
等
の
引
き
上
げ
）

④
特
定
教
育
・
保
育
施
設
等
の
基

準
を
定
め
る
条
例
２
件
（
保
育

園
・
幼
児
園
の
規
制
緩
和
）

⑤
そ
の
他
の
議
案
１
９
件

⑥
平
成
２
４
年
度
決
算
（
一
般
会

計
・
後
期
高
齢
者
医
療
・
上
水

道
の
３
件
）

⑦

⑥
以
外
の
決
算
議
案
１
０
件

な
お
、
「
平
成
２
６
年
８
月
・

９
月
豪
雨
に
よ
る
災
害
対
策
に
関

す
る
意
見
書
」
、
「
手
話
言
語
法

制
定
を
求
め
る
意
見
書
」
の
２
件

は
全
会
一
致
で
、
国
へ
送
付
し
ま

し
た
。

議長 安藤和明

市
税
条
例
の

一
部
改
正
に
反
対

「
子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度
」
に

関
す
る
条
例
に
反
対

保育園の子どもたち


